
評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

運営理念をもとに園目標を設定し入口の事務所
周辺に掲示して、園のしおりや重要事項説明書
などに明示し周知している。保護者には入園時
に必ず重要事項説明書をもとに読み合わせを行
い説明をして、確認書をもらっている。入社時
の研修で運営理念などの説明を受けて研修後の
レポートを提出したり、理念などをまとめたク
レドを配布して読み合わせを行い、基本方針に
基づいた保育活動の展開につなげ、コーポレー
トメッセージを定めてみんなで保育にあたると
いう意識を高め、職員間の共有を進めている。
また、保育園業務マニュアルの内容などを確認
し、職員が理念を思い起こせるようにも取り組
んでいる。利用者調査では保育目標・方針に関
する認知度の質問で約２割の方があまり知らな
いと回答しており、行事などの際に保護者に向
けて園目標と行事内容との関連などをあいさつ
に含めて伝えるなど、保護者に向けて理解と協
力につながる取り組みをさらに進められたい。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

本部担当を中心に地域の福祉ニーズ把握に向
け、国や市の情報を収集し、保護者から寄せら
れる情報をもとに地域の子育てニーズなどを把
握して保育活動に活かしている。本部から提供
される情報や各メディアからの情報を整理し
て、福祉制度や保育施策の動向なども適宜把握
し職員間で共有して保育につなげている。ま
た、見学者からの相談内容などからも地域の子
育てニーズなどを把握して取り組みに反映して
いる。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

地域においてニーズの高い２歳以下の保育を実
施しており、卒園に伴い違う保育園や幼稚園に
移ることを前提として、入園時の説明や卒園を
迎える２歳児の保護者に向けて周辺の保育園や
幼稚園などの情報を提供するなどの子育て支援
を行っている。また、経費の抑制や削減に関し
ては他園での状況や取り組みを参考にしたり、
本部と連携してコストを把握したり、指導など
を考慮して職員の意識を高めるように努めてい
る。園での子どもたちの活動に関する写真販売
に努めることで収益の向上にもつながってい
る。備品などはまとめて購入し、本当に必要な
ものかどうかを判断したり、丈夫で長く使える
ものを選択して、品質や価格などを考慮し比較
検討して購入するように努めている。反面、保
育活動に必要となるものは購入することを基本
的な考えとしており、保育の質の低下につなが
る節約はしない考え方で園の運営にあたってい
る。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

Ⅰ－２　経営状況の把握

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

（保育所）

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ｂ

運営理念及び保育方針に沿って園目標を設定
し、長期計画目標を策定している。長期目標を
もとに年度毎に整理された中期計画が作成され
ており、内容に合わせて半期毎に評価と改善点
が検討され、次期計画に活かされている。ま
た、年度毎の中期計画は保育活動の年間指導計
画・月案・週案・行事などにつながるように内
容が考慮されている。中期計画を見直す際には
目標の達成状況を確認しやすい、より具体的な
指標を設けるなど取り組み内容との整合性を図
りつつ全職員で協議を行い、さらに保育活動に
自主的に取り組むなどの意識向上に向けた工夫
も検討されたい。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

保育園業務マニュアルには課題の明確化や計画
策定の手順、取り組み時期も含めて明示されて
いる。年度毎の中期計画をもとに、年間指導計
画・月案・週案を作成して、計画に沿って保育
活動が進むように努めている。また、年度初め
に行事毎に担当職員を決めて行事企画書を作成
し、仕事の割り振りを行い全職員で取り組んで
いる。職員会議などで意見や提案などを出し合
い、保護者アンケートの結果などを考慮して調
整・協議を行い、行事や保育活動などの工夫を
している。行事後には職員会議で反省・見直し
などを行い、次回の行事改善などに活かし、各
系列園での取り組みなども参考にしている。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

保育の基本となる保育課程が、運営理念、基本
方針、園目標の「身近な自然や、身近な人たち
とのあたたかい関わりの中で、豊かな心を育て
る」を目指して作成され、毎年見直しがなされ
ており、事務所に掲示して職員間で共有して保
育にあたっている。保育課程をもとに年齢毎の
年間指導計画、月間指導計画、週案を立案して
いる。各計画をクラス担当職員が策定し、年
間・月間の指導計画は園長・主任が確認を行
い、職員会議を通して協議・共有しており、年
末・期末・月末に評価・振り返りを実施して次
期の計画につなげている。週案を各クラス毎に
作成し掲示して、保護者に向けて伝えている。
また、園長の確認を受けて、クラス間で活動内
容や時間などを調整して異年齢での交流などに
活かすこともある。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

年度初め、保護者に年間行事予定を配付して子
どもたちが行う行事にできるだけ参加してもら
えるように配慮している。また、週案を掲示し
て週のねらいや活動内容などを保護者に伝えて
おり、クラスだよりを通しても月毎の活動のね
らいや子どもたちの様子などを周知し、保育園
での取り組みを知ってもらうように工夫してい
る。年度初めの運営委員会などで保育課程と各
指導計画との位置づけ、それぞれのねらいや取
り組み内容などをわかりやすく伝え、保護者の
理解と協力につなげ、さらなる共育てに活かし
ていくことも検討されたい。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

重要事項などの決定手順などは、保育園業務マ
ニュアルの中にフローが明記されており、園長
ミーティングで伝えられる本部の決定事項など
は職員会議やリーダー会議などを通して伝達さ
れ、職員間での共有につなげている。案件に
よっては本部から通達文書が配付され、園内で
回覧を行い各自が確認してサインを残してい
る。その他の案件は職員会議で検討し、必要に
応じて園長ミーティングの議題として提案し
て、本部で対応が検討・協議され、決定事項と
して各園に返されている。保護者に向けては運
営委員会などの機会に伝えるとともに、書面で
の配付や園内掲示などで周知し、連絡帳への記
入や送迎時の対話などを通して直接伝えてい
る。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

保育課程を年度末に見直し、各指導計画につい
て年末・期末・月末・週末に評価・反省を行
い、次の計画策定に活かして、取り組み内容の
工夫や様々な配慮につなげ、子どもたちの楽し
く、安全で安心な想い出に残る保育に反映させ
ている。また、保護者からの意見や要望などを
行事後のアンケートや運営委員会、日々の送迎
時の対話などから把握し、アンケート結果や保
育園としての回答・対応などを園だよりなどを
通して保護者に返して、保育活動や行事などの
配慮・工夫につなげている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

保育園業務マニュアルに園長の役割が明記さ
れ、マニュアルに沿って園長は保育活動の実践
などにあたっている。園長は職員会議や日々の
コミュニケーション、面談、保育活動などの実
践を通して保育への考えを伝え、自らが保育補
助に入ったり、備えていて欲しい保育の知識や
技能などを確認して日々保育力の向上に努めて
いる。また、スーパーバイザー・マネージャー
を配して各園の運営・保育活動などへの助言・
指導体制を強化しており、児童票や月案・週案
などの提出日を定め、園長が内容を確認し職員
間の情報共有などに努め、日々の保育を進めて
いる。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

保育士として守るべき法・規範・倫理、施設の
最低基準や監査項目等は保育園業務マニュアル
に掲載され、職員が必要に応じて適宜閲覧し確
認できるように事務所に置かれている。コンプ
ライアンス委員会が設置されており、顧問弁護
士への連絡などの制度を導入し保育園業務マ
ニュアルに明記するとともに、連絡方法などを
掲示・周知している。また、苦情窓口や第三者
委員などの情報を重要事項説明書に明示して保
護者に周知している。保育活動や行事などの情
報はホームページで公表しており、毎年第三者
評価を受審して結果を玄関などに置いて公開し
ている。

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

評価対象Ⅱ　組織の運営管理
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

スーパーバイザー・マネージャーによる園への
助言・指導・支援体制を整備して、園の運営・
保育活動などへの対応に努めている。運営理念
である「職員が楽しく働く」ことを大切にし、
職員間のコミュニケーション・保育に関する情
報共有などを心がけている。運営理念などをま
とめたクレドを職員に配布して相互理解と共有
を促し、園長が率先して保育活動の実践・職員
への指導や助言などを通して、保育に取り組む
姿勢や考え方を伝えている。職員の希望などを
個人面談などで把握し、クラス担任や係決めな
どへの配慮に活かしており、日常の保育活動を
通して職員間のコミュニケーションを図り、情
報の共有や保育への取り組みをスムーズに進め
ている。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

これまでの取り組みや前年度の評価・反省をも
とに、行事や保育指導計画の見直し・改善を進
めており、より良い行事や保育活動につなげる
よう様々な工夫と配慮を行っている。また、系
列他園での取り組みなどを参考にしたり、本部
の指導などを活かして運営経費などの削減に向
けた職員の意識を高め、対応に努めている。備
品などの状況を確認してまとめて購入したり、
本当に必要なものかを判断したり、丈夫で長く
使えるものを選らんで品質や価格などを考慮し
比較して購入するようにも努めている。基本的
な考えとして、保育活動に必要となるものは購
入する方向で対応を進めており、保育の質の低
下につながるような節約はしない考え方で園運
営にあたっている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

人事制度方針・事業所が求める職員像などが保
育園業務マニュアルに明記されており、必要に
応じて職員が適宜確認できるよう事務所に常設
されている。採用の際には本部人事担当者が運
営理念・保育方針などについて説明を行い、運
営理念などに理解と共感が得られる人材を採用
している。園からは人材に関する要望などを園
長を通じて本部に伝えている。クラス担任や係
の配置については、園長の職員面接を通して本
人の要望などを把握し、経験・資質などを踏ま
え、園全体のバランスを考慮し決定しており、
よりスムーズな園の運営につながるように努め
ている。また、新卒職員に対するチューター制
度を導入し、新卒職員が先輩職員に様々なこと
を相談できる体制が整っている。行事担当を決
めて企画段階から責任を持って自主的に取り組
むことで、責任とやりがいにつなげている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

本部における査定基準や賃金規定などが公開さ
れ、年間３回の考課査定を行っている。職員各
自が自己査定をして園長及びマネージャーによ
る査定を受けており、保育本部の確認後、賃金
や手当などに反映されている。疲労やストレス
などの自己確認をメンタル・ヘルスチェックを
通して行い、日頃から職員間でコミュニケー
ションを取りながら健康などへの配慮を進め、
やる気の向上や昼礼などを通して互いの気づき
の共有などに努めている。また、園長は心理カ
ウンセラーによるカウンセリングを受けてお
り、管理職の精神的な疲労などを把握し抑制に
向けた取り組みを行っている。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

勤務シフトの作成の際には、職員の希望に合わ
せて有給休暇などが取得できるように配慮がな
され、各自の予定を確認してシフト表に反映さ
れている。また、個人面談を行い異動に関する
希望などを把握したり、日常保育におけるコ
ミュニケーションなどを通じて意見などを収集
している。クラス担任や係などの配置は職員会
議等での協議をもとに検討し、経験年数や資質
などを参考に、園内のバランスに配慮して園長
が決定している。行事については担当を決め
て、担当職員が企画段階から責任を持って取り
組み、園長が適宜支援や助言をしている。研修
へは勤務シフトを調整して通常業務に支障がな
い限り参加できるように配慮し、無理な勤務体
制にならないように努めている。スポーツクラ
ブの法人会員、社内運動会や社員親睦目的の費
用補助、リゾート施設の利用、予防接種の奨励
や費用の補助、入社時の健康診断費用補助な
ど、様々な福利厚生制度がある。職員は疲労や
ストレスなどの自己確認をメンタル・ヘルス
チェックを通して行い、日頃から職員間でコ
ミュニケーションを取り、精神的な支援対応も
進めている。

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

5/18



評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

職員は個別の年間研修計画を作成して、研修項
目に合わせて自らが参加状況や半期毎の反省・
感想を記入し、園長からの助言や指導などを受
けている。新人研修や階層別研修、自由選択研
修などが準備され、職員は勤務シフトを調整し
て参加している。テーマを決めて園内研修にも
積極的に取り組み、取りまとめ手法などを工夫
して職員間での共通認識及び合意形成につなげ
ている。受講した研修成果は園内研修などで共
有しており、職員間でどこにどのように研修成
果が活かされたのかなどを相互に確認・共有す
る工夫も期待したい。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

本部から研修に関する年間予定表が提示され、
階層別研修などの経験年数に応じたメニューが
示されており、内外の研修には常勤・非常勤を
問わず参加することができるように配慮され、
保育力のさらなる向上に向けた取り組みが進め
られている。また、海外施設の視察などを含む
研修も用意されており、年間を通して全園で共
通して保育への取り組みを進め、推薦などによ
り参加できるよう励んでいる。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

本部からの研修案内などにもとに職員からの希
望を把握し、勤務シフトを調整して通常業務に
支障がない限り、希望に応じて研修に参加でき
るよう考慮している。階層別研修や参加が必須
の研修、自由選択研修も設定されており、人材
育成に向けた積極的な取り組みが行われてい
る。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

実習生受け入れに関する対応マニュアルが整備
され、その意義や受け入れ時の配慮や手順など
が明記されている。実習生の受け入れの際には
園長が注意事項に沿って説明を行い、個人情報
の保護やプライバシーの尊重、保育への考え方
や取り組みなどを伝え、守秘義務に関する誓約
書を提出して貰っている。短大や大学などの実
習生を受け入れ、声かけや指導の検討などを行
うことで職員の成長にも活かされている。保育
関連の学生を積極的に受け入れ、次代を担う保
育士の人材育成につなげている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

本部ホームページには運営理念、ＣＳＲ・環境
活動、サービス内容、子育てに関するニュース
などが公開され、法人における活動が伝えられ
ている。園の保育活動や行事などの情報もホー
ムページで公表しており、子どもたちの園生活
の様子や行事への取り組みなどが写真とともに
掲載され、楽しい活動が窺える内容となってい
る。また、県の第三者評価を毎年受審して結果
を玄関などに置いて保護者や見学者などに公開
している。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

運営本部における組織体制が整理され、管理層
及び職員に周知されており、スーパーバイ
ザー・マネージャーによる各園の運営・保育活
動などに関する助言・指導体制を構築して適正
な経営・運営に努めている。また、本部管理課
に各園の担当者を配して保育業務に関する国や
県、市の動きや政策の動向などを把握し、保育
園の活動などに活かしている。また、県の行政
監査が定期的に行われ、市の巡回指導を受けて
おり、適正な保育園運営につなげるよう努めて
いる。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

地域の夏祭りではお御輿などに積極的に参加し
たり、近隣の高齢者デイサービス施設を敬老の
日にプレゼントを持って訪問するなど、地域の
方々とのふれあい・交流を大切に保育を進めて
いる。子どもたちが職員以外の人とふれあうこ
とで社会性を育み、地域での認知度も向上して
いる。また、近隣商店にハロウィンなどの行事
への協力を依頼したり、保護者へは運動会や発
表会への手伝いをお願いしたりしており、近隣
の郵便局に子どもたちが書いた手紙を出しに行
くなどの社会経験も積んでいる。今年度はホー
ルを借りて地域の子育て家庭も参加するクリス
マス会を行い、子どもたちとの交流を楽しんで
いる。七夕の時季には近隣の高校に笹をもらい
に行くなど、子どもたちが地域を知る機会も
持っている。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

ボランティアの対応マニュアルが整備されてお
り、その意義や受け入れ時の配慮・手順などが
整理されている。ボランティアの受け入れの際
には園長あるいは主任が注意事項に沿って説明
を行い、個人情報の保護やプライバシーの尊重
などを伝えて守秘義務に関する誓約書を提出し
て貰っている。中学生の職場体験を受け入れ、
園外の人と子どもたちが交流することで社会性
の向上・感性の成長などにつながり、職員の一
層の成長のためにもなると考えている。子ども
たちと年代的に近いこともあり、兄弟的な和や
かなふれあいを通した交流が持たれている。

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

地域の医療機関や公共施設などを必要な分野毎
に整理して一覧表として取りまとめ、事務所に
掲示して職員が必要な時に適宜利用できるよう
に配慮している。また、園内にはさんぽマップ
を掲示し、周辺の公園などの社会資源の位置を
保護者に伝え、日常の子育て対応にも活かして
もらえるように工夫している。市から提供され
る便りを保護者に配布・掲示して情報などを共
有し、子育て支援につなげており、気になる子
どもへの対応では市の巡回指導との連携を活か
した取り組みを進めている。子育てに関連する
機関として、市役所保育課・保健所・消防署・
警察署・児童相談所など、医療機関では小児科
医・歯科医などと必要に応じて連携が取れるよ
うに配慮している。

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ａ

子育て支援活動として「ふれあい参加」を行
い、地域の子育て家庭を受け入れ、子どもたち
が在園児と一緒に遊んだりして交流している。
また、市内の園長会や関連機関と連携を取りな
がら、虐待の現状や対策、支援が必要な子ども
たちへの対応などを話し合い、保育支援活動を
行っている。今年度から園内にＡＥＤが設置さ
れ、職員は講習も受けており、近隣の第三者委
員にも伝えて緊急時には支援にも活かせる体制
が整っている。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ａ

「ふれあい参加」では子どもたちが一緒に歌っ
たり手遊びを楽しんだり、保育室でおもちゃを
利用して遊んだりしており、保護者からの子育
てに関する相談を受けるなどの取り組みもあ
り、参加者からは喜ばれている。今年度、ホー
ルを借りて地域の子育て家庭も参加してクリス
マス会を行い、楽しいひと時を共有しており、
地域の子育てニーズに対応した取り組みを進め
ている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

入園のしおりには運営理念、保育理念等が明記
され、運営委員会やクラス懇談会、保育行事な
どを通して保護者に説明し周知しており、個人
面談などの機会にも伝えている。保護者からの
意見や要望などは運営委員会やクラス懇談会等
で把握し、指導計画などの作成に活かしたり、
職員会議などの場で職員間の共通理解につなげ
ている。運営理念である「保護者ニーズにあっ
た保育サービスの提供」を目指して保育活動に
取り組み、子ども一人ひとりの育ちや家庭状
況、保護者の子育て観や方針などを考慮して話
し合い、日々のコミュニケーションを通して信
頼関係を築けるように配慮している。また、保
育園業務マニュアルには子どもへの言葉がけ・
対応について整理がされており、子どもの気持
ちを傷つけるような職員の言動が気になった場
合には、園長が適宜子どもの気持ちを留意した
声のかけ方などを伝えて助言している。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

個人情報保護方針を定め、ホームページでも公
表しており、個人情報保護マニュアルの中にも
明示されている。入園時の説明で読み合わせを
行い、個人情報の利用目的を伝えて理解と協力
につなげており、子どもの写真のホームページ
などへの掲載に関する同意を得ている。情報の
開示請求への対応方法は本部の規程を定め、運
営委員会などで説明して伝えている。重要事項
説明書には開示請求への対応に関する内容を記
載して、職員やボランティアなどには個人情報
の取り扱い規定を個別に説明して管理を徹底し
ている。子どもに関する情報を外部とやりとり
する必要が生じた場合には、保育園業務マニュ
アル、個人情報保護マニュアルに沿って必ず保
護者に説明をして同意を得ている。虐待・羞恥
心への配慮など子どもの人権に関する研修を受
講し、職員間で共有して保育にあっている。羞
恥心への配慮では、オムツ交換や着替えの際に
は周囲から見えないように配慮して対応し、衣
服の着脱の際にも年齢に応じた指導を行い、共
通認識を持って保育支援を行っている。お漏ら
しには、他の子どもから見えないようにトイレ
に連れて行くなどの対応を心がけている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

市のホームページには園の紹介がされており、
そこから園のホームページにつながるように
なっている。園のホームページには運営・保育
理念、一日の流れ、年間行事予定等の他に写真
入りでイベント情報を掲載し、園の概要がわか
りやすく提供されている。利用を希望する保護
者は大変多く、見学時には園独自のパンフレッ
トを配布して、２歳児までの認可園であること
を伝え、園長が丁寧に対応している。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

本部作成の入園のご案内（重要事項の説明書）
をもとに、入園時の説明会で保育内容などを伝
えている。運営理念、保育方針、園の保育目標
などの他にプライバシーの保護などについて、
園長が説明をしている。説明の後に内容につい
て保護者の確認をもらい、同意を確認していた
だき署名を入れた確認書を提出してもらってい
る。また、サービス内容などの変更にあたって
は書面を作成して配布するほかに、園内への掲
示や職員が送迎時に口頭で丁寧に説明をしてい
る。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

転園をした子どもについては必要に応じて転園
先の園と連絡を取りながら、要望に応じて成長
記録などの書類を提供するなど、継続した保育
支援につながるように配慮をしている。また、
卒園児については園の夏祭りや運動会などの行
事に招待して、卒園後の転園先の生活について
話を聞いたり、子育てに関する相談を受けたり
して、継続した支援を心がけている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

保護者参加の行事後にはアンケート調査を行
い、行事への意見や要望などを収集・把握し
て、職員の反省なども踏まえて、次の行事日程
や内容の検討、保育活動の改善などに活かして
いる。運営委員会において保護者との意見交換
の場を設けて、意向などの把握に努めている。
また、日常からできるだけ保護者とのコミュニ
ケーションを心がけ、意見などが言いやすい環
境となるように配慮し、連絡帳などを通して寄
せられた意見や要望なども含めて迅速に対応す
るようにしている。園で改善できる項目などは
可能な限り対応するように取り組み、行事日程
などへの配慮や保育内容の工夫を行っており、
高い保護者満足度となって表れている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

相談・苦情窓口などへの対応体制を整え、重要
事項説明書には本部の相談・苦情窓口や市の相
談窓口の連絡先の情報が明示されており、入園
時に保護者に説明し周知している。相談・苦情
窓口や受付責任者、第三者委員などの情報を園
内に掲示して保護者に周知している。また、意
見箱を設置して直接言いづらい保護者へも配慮
し、寄せられた意見などには迅速に対応するよ
う努め、苦情などは本部に報告して指示を仰
ぎ、全職員で共有し対応している。アンケート
の集計結果は運営委員会で保護者に伝え、理解
と協力につなげ保育活動などの向上に活かして
いる。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

園入口にご意見箱を設置して保護者が意見など
を提出しやすいよう配慮しており、行事に関す
るアンケートなどを行い、保護者からの希望や
意向など把握して保育に活かしている。また、
日常の保育を通じて丁寧なコミュニケーション
を心がけ、保護者が意見などを言いやすい雰囲
気を整えることに努めており、できるだけ迅速
な対応策の検討と実施につなげることで利用者
調査での高い満足度となっいる。２歳児以下の
小規模保育園であるが、今後も保護者からの高
い信頼のもと、子育て施設としての役割がさら
に発揮されることも期待できる。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

保護者参加行事後にはアンケート調査を行い、
保護者からの意見や要望などを把握し、職員の
反省なども踏まえて、行事内容の検討や保育活
動の改善などに活かしている。また、運営委員
会を通して保護者との意見交換の場を設け、意
向や要望などの把握に努めている。寄せられた
意見や要望などには、園で改善できる項目など
について可能な限り対応するように取り組み、
行事日程などへの配慮や保育内容を工夫するな
どの対応を行っている。遠足や運動会などの保
護者参加の行事は、多くの保護者が参加できる
よう曜日などに配慮して行っている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

緊急時対応マニュアルの整備、緊急連絡フロー
の掲示、アクシデント報告書・インシデントレ
ポートなどの対応体制が準備され、理念の「子
どもたちの安全・安心の確保」を目指した対策
などを進め、不審者対応などの防犯対策にも取
り組んでいる。セキュリティシステムを用いた
安全管理、チェックリストによる室内の確認、
市の子育て支援課から提供される情報を保護者
に伝えるなどの対応を行い、ヒヤリハットの書
式を改善して書きやすくするなどの工夫もして
いる。また、けがなどの発生状況を確認し、職
員間で共有して再発防止に努めている。日々の
遊びや保育活動の中で危険個所や危ない場面が
ないかを確認し、職員間で共有し安全に配慮し
て保護者にも伝えている。戸外でも遊び始める
前に安全を確認し、子どもたちと遊具の使い方
のルールを共有するなど、場面毎に意識できる
よう配慮している。２階への外階段には立ち入
り禁止の掲示をしており、日常は階段口にカー
トを置いて簡単に上がれないようにガードして
いる。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

保護者に対して感染症などの保健に関する情報
を定期的に系列園共通のほけんだよりで伝え、
その時季に必要な熱中症、感染症、手洗い法や
予防接種などの保健に関する情報提供と注意喚
起に努めている。園で感染症が発症した場合
は、病名、発症状況、症状、注意点などを掲示
して保護者に知らせ、感染の拡大防止につなげ
ている。また、子どもたちが健康に日常を送れ
るよう、日々の園生活で手洗いやうがいの大切
さを伝えている。手洗い場には手洗いの手順を
掲示して手洗いの指導を行っており、年齢に応
じて日常生活の中で身につくようにしている。
下痢・おう吐処理には消毒液を毎日準備し、対
応に備えている。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

毎月防災訓練を実施し、地域の消防署と連携を
取って年１回総合避難訓練を行ったり、緊急時
における子どもたちの安全への対策を徹底して
いる。緊急時の対応担当を予め決め、戸外活動
時の連絡方法や緊急対応などを確認したり、防
災備蓄品などの確保・補充を行い、災害時への
備えをしている。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

法人系列園共通の保育園業務マニュアルが整備
されており、マニュアルには保育目標・保育計
画・保育業務の基本・保育に関する諸対応・災
害・緊急時の対応および消防訓練などが記載さ
れている。また、早番担当の仕事など、細部に
亘り保育の実施に必要な事項が明文化され、マ
ニュアルが作成されて保育業務が遂行できるよ
うに周知し、保育活動が実施されている。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

定期的に系列園の園長ミーティングが実施され
ており、課題や問題点などを話し合う機会が設
定されている。各園からの提案事項は各エリア
で話し合いが行われ、その後はスーパーバイ
ザーミーティングで対策の検討などを行う仕組
みになっている。園の年間指導計画・各種の保
育計画は職員会議やクラス会議で見直しや保育
内容の確認が図られて、保育に関する計画が策
定されている。

Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

入園時に子どもの成長・発達、健康状態や家庭
の状況などを把握し、一人ひとりに配慮した年
間指導計画を策定している。年度末に職員会議
で、個々の育ちの振り返りを行い、継続的に保
育が実施されるように保育計画を協議し検討を
行い、次年度の計画に反映されている。月間・
週案などもそれぞれの期末に評価・反省を行
い、保護者からの意見や要望、職員の気づきや
提案などを考慮し、職員間で共有して次期計画
の策定に活かされている。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ

保育課程・年間指導計画は年度末に職員会議
で、月間指導計画と週案はクラス会議で評価・
見直しを行っている。園全体の保育内容につい
ては、前期と後期で評価を行い、検討事項は見
直しをしている。１０月の運営委員会では前期
の行事に対する保護者の意見などを聞き、後期
の計画に活かしている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化し
ている。

ａ

法人系列園共通の保育園業務マニュアルに沿っ
て、保育日誌・連絡帳・延長日誌・日報・利用
者明細・予定表などの記録を行っている。職員
間の情報の共有は、定期的に実施している職員
会議やクラス会議で行っている。日々の連絡事
項や子どもの様子は、昼礼において職員間で共
有化している。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

個人情報が含まれている書類は、鍵付きの引き
出しに保管し、常時施錠をして管理している。
鍵は園長が管理しており、必要に応じて職員が
申し出て開錠している。また、保管期限が過ぎ
た書類は本部で保管し、規程に沿って廃棄され
ている。パソコンはパスワードで管理され、ア
クセスできる情報の範囲が決まっており、パス
ワードは定期的に更新されセキュリティに配慮
している。子どもたちに関する書類は園内で記
入することを徹底し、外部への持ち出しを厳禁
している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の保育の方針や目標に
基づき、発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や
家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成してい
る。

ａ

保育課程は園目標に基づき、子どもの成長発達
や家庭の状態を踏まえて年齢別に作成されてい
る。地域交流や長時間保育・食育・保健計画・
異年齢保育・食育計画を保育課程の中に盛り込
んでいる。

Ａ－１－（１）－②　乳児保育のための適切な環境
が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

０歳児の保育室は１階の奥にあり、子どもの健
康に配慮されて床暖房が設置されている。壁面
には子どもたちの製作や季節の製作を飾り、明
るく温かみが感じられる雰囲気となっている。
遊びの場所と食事のスペースを確保するため
に、部屋を２つに区切り遊びと生活が一人ひと
りの子どもの成長に合わせて対応できるように
工夫されている。家庭との連携を図りながら、
保育者が一人ひとりの子どもと関わりながら保
育を進めていくことを大切にしている。

Ａ－１－（１）－③　１・２歳児の保育において養
護と教育の一体的展開がされるような適切な環境が
整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

１歳児と２歳児の保育室は２階にあり、内階段
を上っていく構造となっており、別の部屋に行
くというワクワク感が感じられる平面構成と
なっている。０歳児クラスと同様に、壁面には
各クラスの子どもたちの年齢に合わせた製作掲
示や季節の装飾がなされ、温かみのある部屋の
雰囲気をつくり出している。午睡は１歳児と２
歳児が一緒にしており、一人ひとりの子どもの
成長に合わせて無理のないようにゆとりをもっ
て食事、排泄、着脱などの生活習慣が身につく
よう、家庭と連携を図りながら進めている。遊
ぶ際には子どもが好きな玩具を取り出して遊べ
るように工夫し、その都度コーナーを作って遊
ぶ場所を提供している。専門の講師による英
語・体操・リトミックを取り入れ、子どもたち
の興味や経験を深める取り組みも進めている。

Ａ－１－（１）－④　３歳以上の保育において養護
と教育の一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ｄ
３歳児以上の受け入れ定員がない認可保育所の
ため、対象児がいない

Ａ－１－（１）－⑤　小学校との連携や就学を見通
した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者と
のかかわりに配慮されている。

ｄ
３歳児以上の受け入れ定員がない認可保育所の
ため、対象児がいない

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開

評価対象Ⅳ　内容評価基準

Ａ－１保育所保育の基本
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地よく過ごすことのできるような人的・
物的環境が整備されている。

ａ

各保育室には年齢に合わせた、手づくりの玩具
が置かれており、ゆったりと過ごせる空間が提
供されている。コーナーを作り子どもたちが好
きな玩具でゆったりと遊べるように、場所が設
定されている。子どもの気持ちを受け止め、優
しく抱っこしたりしながら言葉かけをして安心
して生活できるように配慮している。

Ａ－１－（２）－②　子どもが基本的な生活習慣を
身につけ、積極的に身体的な活動ができるような環
境が整備されている。

ａ

各年齢発達に応じ、個々の成長に合わせた生活
習慣が身につくように、毎月各クラスで話し合
いながら保育が進められている。排泄や着替え
の時には、子どもの人権に配慮しながら見えな
い場所で行うなどの配慮をするように心がけて
いる。トイレトレーニングや着脱は保育者がゆ
とりをもって見守りながら、子どもの気持ちを
大切に関わっている。晴れている日は午前中は
各年齢に合わせた場所に散歩に出かけて、十分
な活動ができるようにしている。

Ａ－１－（２）－③　子どもが主体的に活動し、
様々な人間関係や友だちとの協同的な体験ができる
ような人的・物的環境が整備されている。

ａ

朝や夕方の保育は、１階の０歳児保育室で３ク
ラスが合同で異年齢で過ごしている。子どもの
好きな遊びが楽しめるように、玩具や部屋の使
い方を工夫している。保育者は子ども全体の把
握ができていることから、安心して過ごすこと
ができる存在になっている。運動会やクリスマ
ス会などの園行事の際には、全クラスで参加し
て楽しい経験をしており、２歳までの保育園で
あるが想い出に残る保育につながるたくさんの
取り組みがある。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に身近な自然
や社会とかかわれるような人的・物的環境が整備さ
れている。

ａ

市の畑を借りて２歳児が野菜作りに取り組み、
種や苗を植えたり水やりをしたりして自然に触
れる体験をしている。ほぼ毎日、散歩に出かけ
て外での活動を楽しみ、地域居住者とふれあう
機会ももっている。夏祭り・ハロウィン・高齢
者デイサービスへの訪問を行い、地域社会との
交流を図っている。今年度より保護者の方々の
希望により、クリスマス会を地域の子育て家庭
や卒園した保育園児を招いて楽しむ計画を立案
し、実施して交流をさらに深めている。

Ａ－１－（２）－⑤　子どもが言葉豊かな言語環境
に触れたり、様々な表現活動が自由に体験できるよ
うな人的・物的環境が整備されている。

ａ

日々の保育の中で、職員との会話を楽しみ手遊
び・歌・パネルシアター・製作をして、表現活
動など様々な豊かな言語活動に触れる経験を提
供している。子どもたちと一緒に図書館に行
き、絵本や紙芝居を借りて来て読み聞かせをし
ている。また、専門講師による英語教室を取り
入れ、小さいうちから英語に触れる機会を提供
している。１・２歳児は絵本を題材とすること
ばの知育教材を用い、言葉への興味と関心を深
める取り組みを行うなど、子どもたちが様々な
言葉とのふれあいができるように配慮してい
る。

Ａ－１－（３）－①　保育士等が主体的に自己評価
に取り組み、保育の改善が図られている。

ａ

自己査定表に基づき、職員が自己査定を行って
いる。職員は、個別年間研修計画を上期・下期
で作成し目標を設定し反省・感想を記録し園長
がアドバイスをして次回の研修につなげ、保育
の改善を図っている。また、年間指導計画（４
期）、月間指導計画（毎月）、週案（毎週）、
保育日誌（毎日）に実践活動の振り返りと評
価・反省を記録して、次の保育活動へと反映さ
せている。

Ａ－１－（３）　職員の資質向上

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子ども一人ひとりを受容し、
理解を深めて働きかけや援助が行われている。

ａ

一人ひとりの成長発達に応じて、月間指導計画
を策定している。子どもの園での生活は保護者
に連絡帳やお迎え時の対話を通して伝え、家庭
での様子を把握しながら保護者と共通の意識を
持ち、受容的な関わりを大切にして保育が行わ
れている。

Ａ－２－（１）－②　障害のある子どもが安心して
生活できる保育環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮がみられる。

ａ

成長に気になる子どもがいる時は、その都度、
会社の専任の発達支援スタッフに相談できる体
制になっている。必要があれば、定期的に巡回
相談が受けられ、対応への助言や指導などを活
かした保育が行われている。また、市の巡回相
談なども受けることができ、配慮の必要な子ど
もへの対応体制が整っている。

Ａ－２－（１）－③　長時間にわたる保育のための
環境が整備され、保育の内容や方法が配慮されてい
る。

ａ

保育課程の中に、長時間保育を織り込み職員間
で共通の意識をもって保育を実施している。１
階にある０歳児の部屋で、異年齢での合同保育
を行っている。昼礼で子どもたちの様子や連絡
事項を職員で共有し、安全に安心して過ごせる
ように配慮している。カーペットを敷き、ゆっ
たりと自由に好きな遊びを楽しめるコーナーを
作ったり、子どもたちが遊びたいおもちゃで自
由に遊び込んでいる。また、保護者の希望に
沿って、補食や夕食を提供してお迎えまでの時
間を過ごしている。延長保育時間も保育活動の
引き続きであるという意識のもと、子どもたち
の活動の様子をさらに丁寧に記入し、次の日の
保育活動や延長保育などに活かされることも期
待したい。

Ａ－２　子どもの生活と発達

Ａ－２－（１）　生活と発達の連続性
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ａ－２－（２）－①　子どもの健康管理は、子ども
一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

ａ

入園時に子どもの健康状態を把握するために、
所定の書類に保護者から記入してもらい、予防
接種などの健康状態を把握している。健康記録
表の追加記入のため、年に一度記載の確認を
行っている。毎月身体測定を行い、年に２回の
嘱託医による健康診断、年に１回の歯科検診・
ぎょう虫検査を全園児が受けている。０歳児を
対象にした乳児検診を受診し、より細やかな健
康状態を把握している。昼礼でその日の子ども
たちの健康状態を連絡し合い、全職員で子ども
の健康に配慮した保育ができるように配慮して
いる。連絡帳を通して家庭と連絡・連携を図
り、健康診断などの結果は所定の書式で保護者
に伝えられている。また、保健計画・保育園衛
生マニュアル・与薬マニュアルなどのが作成さ
れ、子どもたちの健康に配慮した保育活動に活
かされている。

Ａ－２－（２）－②　食事を楽しむことができる工
夫をしている。

ａ

食育計画が作成されており、２歳児は畑を借り
て野菜の栽培を行い、栽培体験を通して食べ物
に関心を持つように工夫している。日常の食事
前には、絵本の読み聞かせや歌を唄ったりし
て、落ち着いて食事が楽しめるような雰囲気づ
くりに配慮している。椅子やテーブルは子ども
たちの成長に合わせて用意され、手づくりの足
置きや背もたれなどを利用して食べやすい姿勢
を工夫している。

Ａ－２－（２）－③　乳幼児にふさわしい食生活が
展開されるよう、食事について見直しや改善をして
いる。

ａ

子どもの食べる量を把握して、個々に合わせた
量を加減している。安心してゆっくりと楽しみ
ながら食べられるように、保育者が子どもたち
と一緒に食べながら声かけをしている。月１回
の給食会議で、子どもの喫食状況をもとに話し
合い、見直しをして次月以降の給食献立や味付
けなどの配慮に活かしている。時には、調理師
が各クラスを回り、喫食状況を把握し、刻みや
形態などの見直しや工夫を行っている。

Ａ－２－（２）－④　健康診断・歯科検診の結果に
ついて、保護者や職員に伝達し、それを保育に反映
させている。

ａ

健康診断・歯科検診の結果や身体測定の結果
は、毎月保護者に連絡帳や所定の書式で知らせ
ている。職員間では、児童健康調査票に記入し
て共有している。１歳児はうがいを行い、２歳
児から歯磨きを行っている。感染症について
は、保健だよりや園内掲示板で予防や潜伏期
間、症状などの情報を提供して家庭での健康管
理や協力を得るようにしている。系列園共通の
職員向け保健だより「すこやか」が発行され、
職員で回覧して情報を習得し実践に活かすよう
にしている。

Ａ－２－（２）　子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
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評価結果詳細（保育所）【アスク志木駅前保育園】

Ａ－２－（３）－①　アレルギー疾患、慢性疾患等
をもつ子どもに対し、主治医からの指示を得て、適
切な対応を行っている。

ａ

アレルギー食に関する対応については、系列園
共通の食物アレルギー食対応マニュアルに沿っ
て提供している。入園面接時に保護者と話し合
い、医師の指示書にしたがい、個別にアレル
ギー症状に合わせて給食の提供を行っている。
アレルギーに関する知識やアドレナリン自己注
射の使用方法についての研修を受講し、対応が
できるように配慮がなされている。慢性疾患な
どで保育園での投薬が必要な子どもについて
は、保護者が与薬依頼書に記入して薬を直接職
員が預かって管理し、複数の職員で確認を行っ
て投薬をすることになっている。

Ａ－２－（３）－②　調理場、水周りなどの衛生管
理が適切に実施され、食中毒等の発生時に対応でき
るような体制が整備されている。

ａ

衛生マニュアルが系列園共通で作成されてお
り、マニュアルに沿って園長と栄養士が話し合
い、職員に伝えて共有して周知し、衛生管理を
徹底して行っている。清掃記録簿などを毎日園
長が確認し、調理室内の温度計測や調理品の温
度などは調理衛生記録に記載して、食中毒など
の発生予防に努めている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　子どもの食生活を充実させる
ために、家庭と連携している。

ａ

保育課程の中に食育を織り込み、計画的に食事
の提供が行われている。入園時の保護者との面
談で、子どもの食事の状況を把握して、個々の
成長に合わせた離乳食や食事の提供ができるよ
うに配慮している。毎月献立表と給食だよりを
配布しており、玄関のカウンターには、保護者
向けに「おすすめレシピ」を置いて自由に持ち
帰れるようにしている。

Ａ－３－（１）－②　家庭と子どもの保育が密接に
関連した保護者支援を行っている。

ａ

毎年前期・後期で個別面談を実施して記録して
いる。日々の子どもの様子は個々の連絡帳で伝
え、家庭での様子を相互に伝え合いながら、共
通の気持ちで子どもの気持ちや行動などの理解
ができるように対応している。送迎の際に、担
任以外の保育者も子どもの様子・成長などを保
護者に伝えられるように、昼礼で情報を共有し
ている。また、掲示板を活用して、保護者に子
育てに関する情報を提供し、保育園とともに子
育てが進められるように配慮している。

Ａ－３－（１）－③　子どもの発達や育児などにつ
いて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者
と共通の理解を得るための機会を設けている。

ａ

毎年４月にはクラス懇談を実施して話し合いの
機会や子どもの発達への理解を深められる情報
を提供し、共育てにつながる対応をしている。
年間、定期的に運営委員会を開き、保護者との
意見交換の場を設けている。１１月には保育参
加を行い、希望によっては祖父母を招いて参加
してもらったりもしている。行事の終了後には
アンケートを行い、保護者の意見や想いなどを
次回の取り組みに反映するように配慮してい
る。

Ａ－３－（１）－④　虐待に対応できる保育所内の
体制の下、不適切な養育や虐待を受けていると疑わ
れる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めてい
る。

ａ

虐待防止マニュアルが整備されており、マニュ
アルに基づいて対応が取れるように職員研修な
どを通して共有されている。子どもの様子につ
いては、送迎時の保護者の様子や朝の視診、お
むつ交換時や着脱時に身体状態を観察して確認
している。市の担当や保健センターとの連携を
図りながら、組織的に対応が取れるように体制
が整備されている。

Ａ－３　保護者に対する支援

Ａ－３－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－２－（３）　健康及び安全の実施体制
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